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第 1章 新潟県の農業農村の現状 

１ 農村の状況 

 総農家数は、令和２年には、平場において 33,649 人、中山間地域においては、28,907 人となり、

いずれも平成 17年と比較し、6割程度に減少しています。 

 また、総農家数における 65 歳以上の割合は、平場で約 7 割、中山間地域では約 8 割となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農村集落について、令和元年の農家数規模別農業集落数を平成 2 年と比較すると、農家数の多い

集落が大幅に減少している一方、農家数 5戸以下の集落は、約 6倍に増加しています。 

 

 

２ 農地の状況 

 耕地面積については減少を続けており、令和 2年の耕地面積は、169,100ha（田 150,100ha、 

畑 19,000ha）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 1-1-1 総農家数と基幹的農業従事者の高齢化率】 

（戸） （％） 

【図 1-2-1 耕地面積の推移（ha）】  

資料：農林水産省「農林業センサス」 

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」 

資料：農林水産省「農林業センサス」 

資料：農林水産省「農林業センサス」 

【表 1-1-1 農家数規模別農業集落数の増減】 

調査年 計 5戸以下 6～9 10～19 20～29 30～39 40～48 50～69 70～99 100～149 150戸以上

平成2年 5,002 247 452 1,419 1,126 666 427 393 197 66 9

令和元年 5,093 1,540 1,057 1,524 608 205 92 52 13 2 0

1,293 605 105 △ 518 △ 461 △ 335 △ 341 △ 184 △ 64 △ 9増減数
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３ 農業産出額の状況 
 

令和元年の農業産出額は 2,494 億円で全国 13 位となっています。農業産出額の構成においては、

水稲の割合が 60%と、全国の 20%と比較して非常に高くなっています。 

 

 

 

 

農業産出額の推移については、平成 18 年と比較して増加に転じている県がある中、新潟県は 16%

程度減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 米については、全国 1位の産出額となっています。また、園芸作物では、えだまめが全国５位の 

産出額となっています。 

 

 

 

【図 1-3-1 農業産出額の構成（令和元年）】 【図 1-3-2 県別農業産出額の構成割合（令和元年）】 

【図 1-3-3 農業産出額の推移】 

【表 1-3-1 新潟県の全国 10位までの主要農産物（令和元年）】 

資料：農林水産省「農林水産統計」 

資料：農林水産省「農林水産統計」 

（億円） 

全国順位 農産物 産出額（億円） 全国シェア（%）
1 米 1,501 8.6
5 えだまめ 31 8.1
6 かき 20 5.0
7 すいか 22 4.0
8 さといも 14 4.1
8 だいこん 30 3.9
10 大豆 11 3.0




